










































On Loan Words' Pronunciation in Japanese
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子音　　母音 a i u e o ａ ｉ ｕ ｅ ｏ ａ ｉ ｕ ｅ ｏ
ｐ ｐａ ｐｉ ｐｕ ｐｅ ｐｏ ｐｊａ ― ｐｊｕ ｐｊｏ 　 ― 　
ｂ ｂａ ｂｉ ｂｕ ｂｅ ｂｏ ｂｊａ ― ｂｊｕ ｂｊｏ ―
m mａ mｉ mｕ mｅ mｏ mｊａ ― mｊｕ mｊｏ ―
ｔ ｔａ (ｔｉ) (ｔｕ) ｔｅ ｔｏ ― ―
ｄ ｄａ (ｄｉ) (ｄu) ｄｅ ｄｏ ― (ｄｊｕ) ―
ｎ ｎａ ｎｉ ｎｕ ｎｅ ｎｏ ｎｊａ ― ｎｊｕ ｎｊｏ ―
ｋ ｋａ ｋｉ ｋｕ ｋｅ ｋｏ ｋｊａ ― ｋｊｕ ｋｊｏ 【ｋｗａ】 ― 　
ɡ ɡａ ɡｉ ɡｕ ɡｅ ɡｏ g ｊａ ― g ｊｕ g ｊｏ 【gｗａ】 ―
ŋ ŋａ ŋｉ ŋｕ ŋｅ ŋｏ ŋ ｊａ ― ŋ ｊｕ ŋ ｊｏ ―
ｃ (ｃａ) ｃｉ ｃｕ (ｃｅ) (ｃｏ) ｃｊａ ― ｃｊｕ ｃｊｅ ｃｊｏ 　 ― 　
(ｄ)ｚ (ｄ)ｚａ (ｄ)ｚｉ (ｄ)ｚｕ (ｄ)ｚｅ (ｄ)ｚｏ (ｄ)ｚｊａ ― (ｄ)ｚｊｕ 【(ｄ)ｚｊｅ】 (ｄ)ｚｊｏ ―
ｓ ｓａ ｓｉ ｓｕ ｓｅ ｓｏ ｓｊａ ― ｓｊｕ 【ｓｊｅ】 ｓｊｏ 　 ― 　
ｈ ｈａ ｈｉ ｈｕ ｈｅ ｈｏ ｈｊａ ― ｈｊｕ ｈｊｏ ｈｗａ (ｈｗｉ) ― ｈｗｅ (ｈｗｏ)
(ゼロ) ａ ｉ ｕ ｅ ｏ ｊａ ― ｊｕ ｊｏ ｗａ ― (ｗｏ)
















拗音の「p ＋ j ＋ i」は「pi」とほとんど同じ音であるため「－」となっている。同様に合









　　　/ta              te   to                     /
　　　/      ci   cu              cja   cju   cjo/
　　　/sa   si   su   se   so   sja   sju   sjo/
　　 となっていて、 /ti、tu、……；ca、ce、co/ という結合がなく、この位置が「あきま」
になっている。故に［ti］＝ /ti/、［tu］＝ /tu/、［tsa］＝ /ca/、……などという音
声は「あきま」にはいるものである。これに反し、 /si/ ＝［ʃi］の所にあきまがない






















































　調査は国立国語研究所が 2009 年 3 月に実施した。調査の企画・実施は、当時研究所員
であった筆者が主担当者として行った。
　調査の母集団は全国の 20 歳〜 79 歳の男女である。調査地点は、人口比に応じた確率で































































　　・「PTA」：札幌市 99.0%、釧路市 97.6%、富良野市 100.0%。
　　・「ディズニーランド」：札幌市 99.0%、釧路市 99.5%、富良野市 98.1%。
　　・「フィリピン」：札幌市 93.7%、釧路市 92.7%、富良野市 94.2%。














図１-２  「PTA」の「ティー」の発音（首都圏）　 図１-３  「PTA」の「ティー」の発音（札幌市）











































































図２-２  「ディズニーランド」の「ディ」の発音（首都圏）　 図２-３  「ディズニーランド」の「ディ」の発音（札幌市）
図２-４  「ディズニーランド」の「ディ」の発音（釧路市）　 図２-５  「ディズニーランド」の「ディ」の発音（富良野市）
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六六
































音の数値はこれら 2 語よりも高い。ただし 30 代以下では、「PTA」も「ディズニーランド」
もほとんどの人が外来語音で発音するため、「CD」との数値的違いはほぼ解消される。
　　図３-１　「CD」の「ディー」の発音（全国）　　　　　　　図３-２　 「CD」の「ディー」の発音（首都圏）



















































































「フォーク」は数値の上昇が相対的にゆるやかであり 20 代でも約 80% までの上昇にとど








































































































































　永田高志（1988）は、東京都に生まれ育った 10 代以上の 138 人の男女を対象に 1985 年
に面接調査を行なった。その結果、同じ外来語音を含んでいても使用率は語により異なる
こと（調査は 16 語）、外来語音の定着は高い方からジェ・シェ→ファ・フォ→ディ→ティ・














びそれをまとめ直した早野慎吾（1996）がある。回答者は 15 地点の７年齢層（10 〜 70 代）





























　同様の調査がその約 10 年後の 2002 年に繰り返し行なわれている。外来語の発音につい
て「日本語にある発音でかまわない」か「外来語の発音に近づけた方がよい」かを問う
た質問への回答を分析した坂本充（2002）によると、後者の原音重視の意見は、60 歳以
























































































２　ファ行音については、本稿では /h/ に半母音 /w/ が後接したものとした。しかし松崎寛（1993）が主
張するように、「フューチャー」や「フュージョン」のようなフュは、その考えでは /hwju/ となり半母
音が連続することから、/h/ とは別の音素 /f/ を立てる（フュは /fju/ となる）考え方もある。説得的な
考え方ではあるが、音素 /f/ を立てると他の子音との体系性が希薄になること、また本稿は外来語音の













４　その後富良野市では、2015 年に 52 人の追加調査を行ない、最終的には札幌市・釧路市と同規模の 207






































及しているか？―全国多人数録音調査から見る現状と今後―」（2010 年３月 18 日；国立国語研究所）に
もとづく。調査結果の一部については、2010 年５月 14 日付の『朝日新聞』において「北海道ではピーテー
エー　西日本はピーティーエー／外来語に方言」として紹介されている。
